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山形県農業委員会

からの

お知らせ

明日の活力になるような会を目指して！

No.25

山形県農業委員会女性の会では、女性委員の活動等を紹介するお知らせを発行しています。
今回は、川西町農業委員会の取り組みをご紹介します。

【実施したきっかけ】
農業者の高齢化や新規就農者不足により担い手の確保が課題

となっており、女性の農業参画を促すため、女性農業者と消費者
（食にかかわる方等）との意見交換を行い、農業や食に対する意
識向上を図るため。

ワークショップの様子

川西町農業委員会では、女性農業委員と町内女性農
業者等の交流を目的に、毎回テーマを変えながら交流
会を開催しています。今回は、令和6年12月4日（火）
に、美しい川西町の風景を未来につないでいくことを
考える「女性同士で持続可能な食と農を考える会」を開
催しました。

農業はまだまだ男性メインの業界で、女性はサポート
という関係が多いのが実情です。地域農業を活性化す
るためには「女性の活躍」が必要だと考え、女性だけで
考える場としました。また、農業者では考えつかないよ
うなアイデアを期待し、農業者以外の方にもご参加いた
だきました。学校給食関係者、直売所関係者、消費者な
ど様々な立場の人が集まり、ワークショップ行いました。

ワークショップでは、「食の豊かさとは？」「農作物の
もったいないとは？」「もったいないを減らすアイデア」
について話し合いました。もったいないを減らすアイデ
アでは、「フードバンクや子供食堂への提供」や「肥料と
しての活用」など様々なアイデアが出されました。

当日は元スターバックス店員、影澤愛氏をお招きし、
おいしいコーヒーの淹れ方を教えていただきながら話
し合いを進めました。コーヒーのいい香りに包まれ、和
やかな雰囲気の研修会となりました。

参加者のアンケートでは、「様々な立場で食について
考えることができてよかった！」などの意見が寄せら
れました。

農家・非農家の女性が
「繋がる」きっかけに！



令和6年6月12日（水）、外作業が中心の農業者の熱中症リ
スク軽減を目指して、暑い夏を乗り切るための「熱中症対策
グッズ展」を開催しました。

はじめに、熱中症に対する知識醸成として大塚製薬株式会社
山形営業所より熱中症予防について情報提供していただき、
その後、JA等の協力のもと、空調付きウェアやネッククーラー、
冷感スプレー等の商品の性能も実際に体験しました。「思った
以上に涼しい！」とその場で購入した参加者も多くいました。

特に、「空調付ウェア」は想像以上の涼しと大変好評で、スイッ
チを入れたとたん驚いた様子で、周りの参加者に体験を進め
る方もいました。
また、ネッククーラーも、従来の冷凍タイプではなく、充電式

で冷却するタイプを体験。「水滴が発生しない！」と、皆さん大
変喜ばれていました。

女性農業者の交流を図りながら、農業者にとって熱中症対策
がいかに喫緊の課題であるか、理解を深めることが出来た展
示会となりました。
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女性委員の仲間を増やし山形県の女性委員の輪を一緒につくっていきましょう！

「農業委員会に占める女性農業委員の割合を早期20％、2025年までに30％を目指す」としています。
山形県の女性農業委員の割合は、現在14.1％です。

山形県では全ての農業委員会で女性委員が登用されています!

【実施したきっかけ】
外での作業が多い農業者にとって熱中症対策は重要であ

るため、最新グッズを知り・導入することで熱中症リスク軽減
を期待して実施した。（昨年の県内の熱中症による救急搬送
者人員は1111名で平成20年以降最多となっている。）
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空調付ウェアを体験！

熱中症予防について
みんなで学びました。


